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1.は じめ に
アウグスチヌスの正戦論か らブ ッシュ米大統領 のイ ラク戦争 にいたるまで、キ リス ト
教 の論理や レ トリックを通 じた戦争 ・侵略行為 の正 当化は、歴史上、繰 り返 し行われて
きた。 とりわ け、16世紀以降の ヨー ロッパ の領土拡大 に際 し、旧約聖書 における 「約束
の地」 に関する記述 は、白人入植者社会 を支える 「創造 の神話」の中に、 しば しば取 り
込 まれて きた。
この点 において、シオニズム運動 によるパ レスチナ の占領 を正当化 するキ リス ト教 シ
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カな どにおけ る入植者社会 形成 に際
して信 じられ るようになった 「選ば
れ た民」概念 と同系列 にある と言え
る。 しか しなが ら、 シオニズムの場
合 、旧約聖書 の記述が まさ に 「ユダ
ヤ 人」 と 「パ レスチナ」 との関係 を
め ぐる もので ある とい う点、 また、
入植 イデ オ ロギー と して のユダヤ人
シオニズム と、それ を支援 するキ リ
ス ト教 シオニズム とい う二 重構 造 に
な っている点 にお いて も、それ まで
の移住植 民地イデ オロギ ー におけ る
比喩 的聖書解 釈 とは異 なる性 格 と構
造 を持つ。
近年 、パ レスチナ人 ク リスチ ャン
の中か ら、 このキ リス ト教 シオニズ
ム(お よびユダヤ人 シオニズム)の
論理 に対 して 「解放 の神学 」 を対置
す る ことで、抵抗 しよ うとする動 き
図1パ レスチ ナ周 辺 図
(著作者:現 代企画室 『占領 ノー ト』編集班/遠 山なぎ/パ レスチナ情報セ ンター)
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が 出て きて いる。本稿 では、彼等 が どのよ うな論理 ・戦 略 によ って 「パ レスチ ナの解
放」 を構想 して いるのか概観 してみたい。
なお、本稿では、「パ レスチナ」 という表記が示す地理 区分は、特 に断 りがない場合、
西岸地区 とガザ 地区か らなる1967年の被 占領地 に現イス ラエル領 を加 えた、いわゆ る
「歴史 的パ レスチナ」 を指す もの とす る。(図1を 参照)
2.パ レスチナ のキ リス ト教徒
パ レスチナ人ク リスチ ャンの解放 の神学について述べ るには、 まず 、パ レスチナ のク
リスチャンが置かれて いる状況 について概観 してお く必用がある。
解放の神学の発 祥の地 とされ る中南米 にお いて も、その影響 を大 き く受 けた神学が広
が ったア メリカ合州 国の黒人社会や フィリピ ンにお いて も、キ リス ト教人 口が大多数 を
占めている。民衆神学が展開された韓国 にお いて も、それが大き く展開 した1970年代か
ら80年代は、キ リス ト教人 口が急増 した時代であ り、現在人 口の約3割 を占めるに至 っ
て いる。
その点、中東 ・パ レスチナのキ リス ト教人 口は、ローマ帝 国の国教化が行われた4世
紀末か らアラブ ・イスラームに 「征服」され る7世 紀 までは、多数派を構成 していた も
のの、以後 、人 口のほ とん どがイ ス ラーム教徒 とな り、現 在は、被 占領地 にお いて約
1%、 イス ラエル領内において約1.6%(アラブ人人口の8%)を 占めるに過ぎな い。 しか
も、彼 らは、2000年の歴史の中で、カルケ ドン派 ・非 カルケ ドン派の分裂 を始め、十字
軍侵攻以降の ローマ ・カ トリックによる影 響な ど、主 として ヨー ロッパ ・キ リス ト教世
界か らの政治的圧 力によって いくつ もの宗派に分裂、相対立 してきた。(図2を 参 照)
また、専制的な統治 の下で、預言的な聖書の言葉 は抑圧 され、 「神学は典礼 ・儀礼 ・祭儀
の中に閉じ込 め られる傾向」にあった。(Ateek2008:12)
オスマ ン帝国下にお いて、キ リス ト教各派は、一定 の自治(ミ レッ ト制度)を 享受 し
て いた。 しか し、 とくに19世 紀に入 ると、西欧列強が、 この制度 に付 け入るかたちで、
各宗教マイ ノリテ ィの保護権(～ キャピチュレーシ ョン)を 競って主張す るよ うにな り、
この地域への植民地主義的介入 を繰 り返 した。例 えば、 ロシアはギ リシア正教徒 に対す
る保護権 を主張 し、フランスは カ トリックに対す る保護権 を主張、イギ リスは、ユダヤ
教 コミュニテ ィに目を付けた。 これが、現在 につなが るパ レスチナ問題 の起源 とな った。
このよ うに、西欧列強 の中東 ・パ レスチナへの植民地主義的進出 において政治的 に利
用 され る立場にあったキ リス ト教徒達は、宗教の違 いを超 えた連帯 を模索す るよ うにな
り、非宗派主義に もとつ くアラブ民族主義の中核 とな って いった。そのため、民族解放
運動 の文脈 においてパ レスチナ のキ リス ト教徒 が宗教的主張 を押 し出す ことは、近年 に
至 るまで全 くというほど無かった。
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図2中 東教会図(中 東教会協議会 『中東キ リス ト教の歴史』よ り転載)












※西岸 ・ガザ地 区の全人 口2,238,000人
の内2.2%。現在は1%。
※イ ス ラエル領 内のア ラブ ・パ レスチナ
人の内、キ リス ト教徒は14%(125,000
人)。現在は8%。
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3.パ レスチナ解放神学の誕生
このよ うな状況に置かれたパ レスチナのキ リス ト教徒の中で、 「解放の神学」 を構築す
る試みが始 まった直接 の背景には、第一次イ ンティファーダ(1987～93)の勃発があっ
た。パ レスチナ解放神学 の提唱者で ある、聖公会エルサ レム教区のナイーム ・アテ ィー
ク司祭 は、次 のように述べている。
私は、そ こ[教 会]に 集 まった クリスチ ャン ・コミュニテ ィの人々の直接 の反応 を
抜き にして、説教が完成す ることはない と感 じて いました。毎 日曜 日の礼拝後、出
席 した教会員 の多 くは、教会の小さなホールで一時間ほ ど、コー ヒーを飲みなが ら、
説教 について議論 をす るようにな りま した。パ レスチナ解放神学の種 が撒かれ、育
ち始 めたのは、疑 いな く、その ときで した。……毎週、彼 らは説教の内容 を咀囑 し、
消化 しました。彼 らは、一週 間 の間に起 きた彼等 自身 の経験や、その親戚 ・隣人の
経験か ら、彼等 自身の解釈 を付 け加えていったのです。彼 らは、殺 され、負傷 し、
あるいは投獄 された人々につ いて語 りました。
説教、そ して聖書 の文句は、 これ ら全 ての経験 に関係付け られるよ うになって い
きま した。(Ateek2008:8-9)
アティー クのイニシアチブの下、1990年には、パ レスチナ解放神学に関す る最初 の会
議がエルサ レムで開催 され、パ レスチナの各教派か らの参加者 に加え、アフ リカや アジ
アの解放 の神学 に関わ る神学者 も交えての議論 が交わ された。93年 には、超教派の 「サ
ビール パ レスチナ ・エキュメニカル解放神学セ ンター」(サビールはアラビア語で、
「道」あるいは 「公共 の泉」の意味)が 設立 され、以後、ほぼ2年 に一度 のペースで300
～500人 規模 の国際会議 をエルサ レムで開催 している。 また、若者や女性 を主体 とした
コミュニテ ィ活 動、ムス リムやユダヤ教徒 との宗教間対話な ど、様々な活動 を持続的 に
展開 して いる。(詳細は 「サ ビール」のHPを参照:http://www.sabeel.org/)
4.パ レスチナ解放神学の特徴
アティークの著書や、 「サ ビール」 の会議 の報告集 を通 じて知 る ことのできるパ レスチ
ナ解放神学の特徴 は、 この間のパ レスチナ人ク リスチ ャンの置かれている特殊 な状況 を
如実 に反映 して いる。 この ことを、以下4点 にわたって確認 してみたい。
(1)パレスチナ人ク リスチャンのアイデ ンテ ィティの再確認
上記 「表1」 の注記で も確認できる通 り、現在、パ レスチナにおけるクリスチ ャン人 口
は急速 に減少 している。 これ は、占領政策が強化 され る中、比較的、教育程度 が高 く、
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富裕層の多いキ リス ト教徒が、ムス リムよ りも高い割合で、海外のア ラブ人コミュニテ
ィを頼 って、北米やオース トラリアなどに移住 している ことによる。
また、第三次 中東戦争(1967年)以降、パ レスチナ問題 は、 「国際社会」にお いて、よ
り一層 「宗教紛争」 として表象 され るよ うにな り、ムス リムのパ レスチナ人がテロ リス
トとして表象される一方、キ リス ト教徒のパ レスチナ人はますます不可視化 されている。
こうした 「ユダヤ ・キ リス ト教文明対イス ラーム文明」 という二項対 立的図式 に対す
る反応 として、イス ラーム主義が台頭するよ うにな って きた ことも、パ レスチナにおけ
るキ リス ト教徒 の立場 をよ り不安定 にする要素 になっていると言 える。
このよ うな状況の中、コミュニテ ィを存続させ るた めにも、パ レスチナのク リスチ ャ
ン ・コミュニティの中では、キ リス ト教のパ レスチナ にお けるルーツが強調 され るな ど、
パ レスチナ人ク リスチ ャンとして のアイデ ンティテ ィの再確認の必要性 が唱え られて い
る。アティーク らが組織 した1990年の会議 において、パ レスチナ人ク リスチャンのアイ
デ ンテ ィテ ィ問題 は中心議題 の一つであった。西岸地 区のビールゼイ ト大学 で教鞭 を取
っていたムニール ・ファーシフは次 のように述べている。
まず始 めに、私は生 まれて以来 、ア ラブ人 として、 また クリスチ ャンとして、動 き
の取れない状態 にされてきた と言わなければな りません。私が、 「西側」の言葉で話
し、そ のイデオ ロギー(ヨ ー ロッパ的キ リス ト教 を含む)を 表明 し、 自分 を歪めれ
ば、多 くの人が私の言 うことに耳 を傾 けて くれ ます。 しか し、私 が、私 自身の声で、
長 い伝統 をもつ、私の両親のよ うな人々によって担われて きた土着 のキ リス ト教 に
ついて語 るな らば、多 くの人が私 の言葉 を聞かな いか、理解 する ことができな いと
いう危険を冒す ことになるのです。
……私達 が直面 して いる課題は、いかにして、私達の声が人々に聞かれるよ うにし、
また、私達の考えと行動を明瞭なものにす るか ということです。(Ateeketal.1992:61)
こうした主張の背景 には、パ レスチナ人ク リスチ ャンが、多 くの教派 に分 断され、外
国か らの聖職者や資金 の影響 を断 ち切れない とい う状況が ある一方で、彼等 自身のアイ
デ ンテ ィテ ィの核 となるべき、神学的な共通認識が存在 しないというジレンマがある。
同じ会議 に参加 していた ジリース ・クー リーは、 「神が一・人であ り、バプテスマが一つで
あ り、私達の置かれ た社会的政治的状況が同 じであるな らば、私達が、パ レスチナ のク
リスチ ャンとして、 この地域 の諸教会 を合同する ことを、一体何が妨げる ことがで きる
のか?」 と問 いかけ、 「パ レスチナの教会の発展 のために最 も必要な ことは、一・つのロー
カルな神学、つま りパ レスチナ人 の神学 を書 くことだ」 と断言 している。(Ateeketal.
1992:73)
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(2)イエスの生涯 をモデル とした非暴力抵抗の強調
パ レスチナ問題の最大 の特徴 の一つは、母国か ら切 り離 されたアイデ ンティティをも
つ入植者 による移住植 民地が 引き起 こしている問題だ という点 にあ る。 この ことが、パ
レスチナ人 にとって意 味す ることは、入植者であるイス ラエル人 との 「共 生」を否が応
にも解放のヴ ィジ ョンの中に組み込 まざるを得 ない という点 にあ る。実際、イ スラエル
と同様、 白人入植者 国家 としてス ター トしたアメ リカ合州国やオース トラリア、南 アフ
リカな どでは、先住 民族や奴隷労働者の解放運動によって 、様 々な矛盾 を抱えつつ も、
平等な市民権 を原則 とす る多民族国家へ と変化 して い く歴史 を辿 っている。 しか し、パ
レスチナでは、 「暴力の連鎖」 と言われ る悪循環 のなかで、い まだ 「和解 」の契機は見え
ない。
こうした状況の中で、アティー クは、1985年に南 アフリカのク リスチ ャンによって公
表 された 「カイ ロス文書」 にお けるアパル トヘイ ト体制へ の非暴力抵抗 の呼びかけを参
照 しつつ、パ レスチナ 問題 の解決 のため には 「正義だ けでは不十分である」 として、次
のように述べて いる。
イス ラエル ーパ レスチナ紛争 において私達 が必要 として いることは、最終的 に、二
つの民族間、そ してそれぞれの民族 内部において平和 と和解が もた らされるような、
また、いず れかの民族 あるいは双方の分 断 と破壊 には至 らないよ うなかたちで、正
義が行使 され うる方法である。(Ateekl989:139)
こうした主張 の背景 には、 「神の正義は、神 の平和 ・愛 ・慈愛 と切 り離す ことは出来な
い」 とし、パ レスチナ 人ク リスチ ャンは、イエスの 自己犠牲 に倣い 「受難 の僕 」 として
の使命 を生きるべきだとする、アテ ィークのキ リス ト教理解がある。
彼(キ リス ト)は 、 た とえ そ の た め に傷 つ き、 死 に至 る こ とが あ っ て も、従 うべ き
道 と して の非 暴 力 とい う、 彼 の考 え をモ デル 化 した。(Ateek2008:96)
アテ ィーク らのイニ シアチブは、パ レスチナ社会 の中の圧倒的少数者 による取組であ
るにも関わ らず 、パ レスチナ解放運動 に対 して無視す る ことのできない影響 を及ぼ して
いる。第一・次イ ンテ ィフ ァーダ の際、イス ラーム主義 を掲げ る武装組織 ハマースの登場
に刺激 されるかたちで、キ リス ト教徒 によるハマーム と呼ばれ る武装組織 が現われた と
き 、 ア テ ィ ー ク は 、 様 々 な 教 会 指 導 者 に 働 き か け 、 そ の 動 き を 封 じて い る。
(Ateek2008:9)
その一方、ガザ虐殺があった2009年には、 「サ ビール」の主導 によって、エルサ レム
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に教会 を もつ13の 教 派 が 、非 暴 力 の抵抗 と連帯 をパ レスチ ナ 内外 に呼び か け る 「カイ ロ
ス ・パ レス チナ 」 を連 名 で発 表 して い る。(http://www.kairospalestine.ps/)
(3)旧約聖書 の 「脱 シオニズム化」 と預言書 にお ける 「普遍的神概念」への注 目
ユダヤ人 との共生 とい う究極 の目標 を掲げる限 り、キ リス ト教 にとって もユ ダヤ教 に
とって も聖典である旧約聖書(あ るいはヘブ ライ語聖書)の 中に選民思想 とは異な る普
遍的 メッセー ジを読 み込 む ことは、パ レスチナ解放神学 にとって 中心的な課題 とな らざ
るを得 ない。
イス ラエル国家 の成立以前 には、旧約聖書 は、キ リス トへの信仰を証す るキ リス ト
教の聖書の欠かす ことの出来な い要素である と考 え られて いた。 しか しイス ラエル
国家の建国後 、旧約聖書 を主 としてシオニズム の文脈 にお いて読 むユダヤ教徒やキ
リス ト教徒の解釈者が現われ るようにな り、それは、パ レスチナ人ク リスチ ャンに
とってほ とん ど不快 といえるほどの もの となって しまった。結果 として、旧約聖書
は、一般的に、聖職者の間で も平信徒の間で も使われな くなって しまった。そ して、
教会は、旧約聖書 にまつわ る両義性や疑 問、矛盾 特に、20世紀のパ レスチナ に
お ける出来事 に対す る直接の応用 という点 にお いて に対応で きず にきた。言語
化 されているか どうかは別 として、多 くのク リスチャンにとっての根源 的問題 は、
旧約聖書がシオニズム を支持す るために利用 されて いる状況の中、いかに してそれ
は、パ レスチナ人ク リスチ ャンの経験 に照 らして、神 の言葉であ り得 るのか、 とい
うことである。(Ateekl989:77-78)
こうした問題意識 の背景 には、1970年代以降、西岸地区の入植運動を先導するよ うに
なった宗教 シオニス トと、 この動 きに連動するよ うに して アメリカ を中心 に活発 とな っ
たキ リス ト教シオニズム の存在が ある。エルサ レム基本法 によ って東エルサ レム併合が
一方的に法制化 された1980年には、エルサ レム国際キ リス ト教大使館(ICEJ)が、85年
には、ク リスチ ャン ・フレンズ ・オブ ・イス ラエル(CFI)が結成 された。それぞれ、エ
ルサ レム に本部 を設置 しつつ、現在 も、世界数10力 国で活動を展開 し、パ レスチナ占領
地 における入植活動へ の財政支援や 自国政府への ロビイ ング活動 を行って いる。
上述 の 「カイ ロス ・パ レスチナ」では、次 のよ うな表明がなされている。
西側諸国のある神学者た ちが、われわれの権利 の侵害 に対 し聖書的かつ神学的な正
当性 を与えよ うとして いることをわれわれは知 って いる。その結果 、彼 らの解釈 に
よれば 、約束 は、われわれ の存在そ の ものを脅 かす もの とな ってい る。福音 書の
「良い知 らせ 」そ の ものが、われわれに とって 「死 の前兆」 となっている。われわ
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れは これ らの神学者 に対 し、神 の言葉を全 ての人 々へ の生命の源 と受け止 めるよう
になるため、神 の言葉 に対す る彼 らの考察 を深 め、彼 らの解 釈 を正す よ う、求め る
ものである。(カイ ロス文書2.3.3)
アテ ィー クは、旧約聖書 を 「脱 シオニズム化」す るために、預言書 の中に見 られ る普
遍的神理解の伝統 に注 目し、そ の延長上 にキ リス トの教 えを見 る。そ うする ことで、現
代 のイス ラエルのあ り方 をユダヤ教 の預言者の伝統か らの逸脱 として批判す るのみな ら
ず、パ レスチナ人ク リスチ ャンとして、ユダヤの預言者 にアイデ ンテ ィフ ァイ し、その
ことを通 じて、偏狭 な民族主義 を超 えた非暴力抵抗 にもとつ く解 放運 動の神学 的根拠 を
見 出している。彼は、 とりわ け、預言者 ヨナ(正 確 には ヨナ書の筆者)を 最初 のパ レス
チナ解放神学 の提唱者 として位置づけ、重視する。
ヨナ の 物語 の核 心 は 、神 の民 は 、 イ ス ラエル[の 民]に 限 定 され な い とい う ことで
あ る。 … … 神 は 、他 の 「慎 み 深 い」 民 に対 して も気 を配 り、 同 情 す る の だ と信 じる
だ け で は 十 分 で は な い。 神 の愛 、 配 慮 、そ して 同情 は 、 イ ス ラエ ル に とって 最 も恐
ろ しい敵 で あ るア ッシ リア に まで及 ぶ の で あ る。(Ateek2008:74)
つ ま り、 ヨナ 書 の筆 者 が紀 元 前4世 紀 にお い て格 闘 して い た問 題 は 、私 達 パ レス チ
ナ 人 が 、 今 日、紛 争 の 中 で直 面 して い る 神 学 的 問題 の 中心 的 構 成 要 素 な の で あ る。
(Ateek2008:76)
従来の解放の神学 においては、 「出エ ジプ ト」 における 「ユダヤ民族の解放」が、被抑
圧民族の解放の原型 として重要視 されてきたが、パ レスチナ問題 においては、まさにこ
の 「ユダヤ人解放の物語 」が、占領支配の正当化 に用 い られて きた とい う現実 がある。
アテ ィー クの ヨナ書へ の注 目は、パ レスチナ人に とって の民族解放が、排他 的な 「民族
主義」 によってでは達成が不可能な ものであ り、ユダヤ人 の解放および彼等 との共生 と
いうところまで視野 に入れ ざるを得ない とい う、パ レスチナ問題の構造 的 ・歴史的な性
格 を反映 していると言える。
(4)聖書 にお ける土地の記述への注 目
アテ ィー クは、旧約聖書が もつ民族 的な排他性 と包括性 とい う二面性 を指摘 しつつ、
第ニイザヤ、エ レミヤ、 ヨナな どの預言書 に見る ことがで きる普遍的神理解 において、
旧約聖書の もつ価値 と可能性 を見 出す。 しか し、アテ ィー クは、その価値 と可能性は新
約聖書の視点 をもって最終的な完成 を見 るとする。彼は、 「旧約聖書 をク リスチ ャンの視
点 あるいは人類の視点ない しパ レスチナ人の視点 か ら読む ことは、ユダヤ人の視
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点、 あるいは世俗 的視点か ら読む ことを排除 しない」 と述べ、 旧約聖書解釈 の多元的な
可能性 を認めつつ、それ を 「イエス ・キ リス トの レンズ」 を通 して見 る ことの重要性 を
強調す る。(Ateek2008:53-4)
この ことの背景には、単 に彼がパ レスチナ人 クリスチ ャンである とい うことだ けでは
なく、創世記28:13にお ける、神 のヤ コブに対する 「あなたが伏 している地 を、あなた
と子孫 とに与えよ う」(日本聖書協会 口語訳聖書、以下 の聖書か らの引用 も同じ)と いう
約束 をは じめ とした 「約束 の地」 に関する多 くの記述が、パ レスチナ人の苦難 の根源で
あるイス ラエルの 占領 政策 の正 当化 に使われてきた とい う重 い現実がある。 とりわ け、
第三次 中東戦争後 に一・気 に政治力 を増 した宗教シオニス トによ る、 占領地 における入植
地拡大は、現在 ます ます原理主義的な性格を増 してお り、それ をア メリカを中心 とした
キ リス ト教 シオニス トが政治的財政的 に支援 し続 けて いる。 旧約聖書における 「約束の
地」 の記述は、パ レスチナ人 の民族的存亡に関わる極 めて今 日的な問題 となっているの
で ある。
例えば、アティークは、ガ ラテア書3:16における 「約束は、アブ ラハム と彼の子孫 に
対 してな されたのである。それは、多数 をさ して 『子孫たち に』 と言 わず に、ひ とりを
さ して 『あなたの子孫 とに』 と言 っている これは、キ リス トの ことである」 とい う記述
や ロマ書4:13における 「世界 を相続 させ るとの約束が、アブラハム とその子孫 とに対 し
てな されたのは、律法 によるのではな く、信仰の義 によるか らである」 といった記述 に
お いて見 られる普遍的神概念 をもって、 シオニス トの民族主義的な聖書解釈 に反駁する。
こうした 「新 約聖書」に もとつ く神学的議論は、ユダヤ人の宗教 シオニス トに対す る
反論 にはな り得な くとも、キ リス ト教 シオニス ト、 あるいは、その主張に引きず られて
いる多 くの欧米社会 のク リスチ ャンに対 しては、一定 の力を持ち得るだろ う。実際、ア
テ ィー クか ら影 響を受 けた、 ローズマ リー ・ラ ドフォー ド・リューサー、マイ ケル ・プ
ライ アー、ステ ファン ・サイザー といった神学者や聖職者たち によって、ヨーロ ッパ ・
キ リス ト教の神学が、パ レスチナ問題 に対 して及ぼ して きた負の影 響について、よ り精
緻な議論が行われ るよ うにな りっっある。(Prior1997;1999;Ruether2002;Sizer2004;
Masalha2007)
また、ユダヤ人側 か らも、ベイ ラー大学ユダヤ学セ ンターのマー ク ・エ リスな どが、
アテ ィー クら、パ レスチナ人 ク リスチ ャンとの交流 を通 じ、パ レスチナ解放神学 に応答
し得るユダヤ解放神学 を追求 してきて いる ことも注 目に値するであろ う。
5.おわ りに
以上、「サ ビール」のナイーム ・アテ ィークの議論を中心 に、パ レスチナ解放神学が取
り組 んでいる課題 を概観 して きた。そ こでは、パ レスチナ人 クリスチ ャンが置 かれて い
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る以下 のような状況が反映されていることが分かった。
① キリス ト教徒が圧倒的マイ ノリティであ り、 しかも、多くの宗派に分断されていること
② 「文明の衝突」図式の中で、ますますパレスチナ人クリスチャンが不可視化されていること
③ 宗教的マイ ノリティが列強の植民地支配の道具として利用されてきたこと
④ 旧約聖書における 「約束の地」の記述がシオニス トの侵略の正当化に利用 されてきた こと
⑤ 入植者社会が独立国家を形成して しまっている中、「ユダヤ人 との共生」がパ レスチナ解
放の現実的条件となっていること
こうした状況は、パ レスチナ人 クリスチ ャンがパ レスチナ解放運動の中に 自らを位置
付 けよ うとす る とき、独 自の困難 さを生 じさせ ざるを得ない。そ こでは、 「ク リスチ ャ
ン」、「ア ラブ人」、「パ レスチナ人」、場合 によっては 「イス ラエル 人」 といった重層的 ア
イデ ンティティを前提 とした戦略が要求 され る。
パ レスチナ人ク リスチャンの置かれている苦境 の深刻化が、パ レスチナ解放神学 の登
場 を促進 した ことはすで に確認 した通 りである。 しか し、 クリスチ ャンとしてのアイデ
ンテ ィテ ィの強調は、パ レスチナ問題の宗教紛争化 にク リスチ ャンが巻 き込 まれて いく
リスクをも伴 う。
パ レスチナで、歴史 的に、キ リス ト教 に基づ く政党が結成 された ことがないのは、宗
派対立の源 となる ことを回避す るためであった といえる。イギ リスの 占領 とシオニズム
に対する抵抗組織 として、1918年にムス リム ・クリスチ ャン協会が結成された ときも、
両宗教の平等は もとよ り、もともとこの地に暮 らして いたユダヤ教徒 も同胞 として認め
るとい う原則 を明確 にしていた。(栗田2004:159-63)先にも述べたとお り、非宗派的な
アラブ ・ナ シ ョナ リズムの形成 にお いて、ア ラブ人 ク リスチ ャンの存在 が決定 的な意味
を持って いた。 この ことは、かつてPLOが 、イス ラエル領 を含 めた全パ レスチナに 「非
宗派的民主国家」 を建設するとい う目標 を掲げていた ことにもつながる。
こうした背景を考 える と、他 の地域 における解放神学 とは異な り、圧倒 的マイ ノ リテ
ィで あるパ レスチナ人ク リスチ ャンの解 放神学にお いては、キ リス ト教信 仰 と民族解放
という政治課題を一元 的につなげ ることについては慎重な立場 を取 らざるを得 ない。 こ
の点、ハマースやイ スラーム聖戦 に見 られる政治的イス ラーム主義の方 が一見 ラデ ィカ
ル に見え るか もしれ ない。 しか し、イス ラーム とい う宗教概念 とパ レスチナ とい う民族
概念 をよ りス トレー トに結びつ ける彼等のプ ログラム にお いて も、パ レスチナ人ク リス
チ ャンはより困難なアイデ ンテ ィテ ィ戦略を求め られ ることにな らざるを得ない。
しか しなが ら、 こうしたパ レスチナ人ク リスチャン としてのアイデ ンティティの 「置
き場 の無 さ」は、逆 に、彼 らの存在 自身が、列強が押 し付 けて きた 「文 明問対立」 の図
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式 に対す る強力なア ンチテーゼ とな っている ことをも示 して いる。彼 らが、パ レスチナ
解放神学の構築 を通 じて、ユ ダヤ の預言者の 「後継者」 として 自 らを位置付ける こと、
しか も、その 「後継者」 として の資格が全世界に開かれて いると宣言する ことは、 旧約
聖書/ヘ ブ ライ語聖書 を排外的民族主義の視点 か ら読 もうとす るシオニズムの論理 に対
す る根源的な批判 にな り得るものである。
また、現在イス ラエル領 とされて いるナザ レ、パ レスチナ 自治区 とされているベ ツレ
ヘム、そ して、深刻 な係争地 とな っているエルサ レムな ど、全パ レスチナにまたが るイ
エス の足跡は、彼 らのアイデ ンテ ィテ ィその ものが、政治的分断 に対 する抵抗 の基盤 と
なる ことをも示 している と言 える。実際、パ レスチナ の諸教会は、イス ラエル領 と被 占
領地 にまたがるパ レスチナ人組織 として独 自の位置 を占めている。
「ユダヤ国家」 と 「パ レスチナ国家」の並立を前提 とした 「和平プ ロセス」の破綻が
明 らか となっている今 日、パ レスチナ解 放神学が直面 して いる課題は、よ りラデ ィカル
な共生のヴ ィジ ョンを この地域 にもた らす可能性 につながっているよ うに思われ る。
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